
大
夜
回
畢
犬
用
ニ

+
-
a貫
主
砲
輔
便
物
認
可
内
毎
月
一
圃
-
冒
聾
待
)

干す司聖日ー-1'司ー「勾S.ニL寸“'l'PJIF商

議

輔

m 

原 貨資新
料 幣金刻
統 本と天
市Jj 質そ工
と にの開
!撒 闘量物
1晴人時ナ定及論
j統る支
市1j若:那

;論z長叢
問:管
題調

丈経法

持基 i!t 串
博議博

士士士

高小財

田島部
日

保定静

馬郎治

同
児
童
市
博
士
谷

『宜コf
:~ 

1望F
1::'シ'

口

内
九

ケ
イ
シ
ズ
の
コ
般
理
論
』
に
閲
す
る
諸
問
題
純
済
圏
平
士
柴
田
敬

チ
品
ル
ゴ
!
の
租
税
論
・
:
:
:
:
・
:
:
:
・
経
済
翠
士
島
恭
彦

再
保
険
皐
設
の
登
展
・
・
・
・
・
・
:
:
:
緯
済
畢
土
佐
波
宣
千

担
問

昂山

ナ
チ
ス
に
於
け
る
困
民
共
同
瞳
の
理
論
:
;
:
経
済
事
士
中
川
典
之
助

移
住
統
計
法
・
:
:
・
・
目
，
.
一
-
紹
荷
風
?
土
青
盛
和
雄

大
都
市
近
郊
の
農
村
・
・
・
・
4

線

済

同

士

田

杉

競

町

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



大
都
市
近
郊
の
農
村

大
阪
府
農
村
に
お
け
る
財
政
経
掛
事
情

田

杉

競

序

言

都
市
の
殻
速
の
著
し
い
こ
と
は
都
市
に
於
け
る
人
口
の
増
加

ょ
に
骨
聞
の
集
中
と
に
明
ら
か
に
見
る
と
と
を
得
る
。
例
へ
ば
都
市

の
全
闘
に
占
む
る
割
合
は
、
人
口
に
た
い
て
大
京
九
年
一
八
%

よ
り
昭
和
十
年
一
二
二
%
K
蛤
加
し
唱
又
中
川
大
都
市
む
第
三
符
斯

得
額
は
昭
和
一
冗
年
の
二
九
・
丸
%
よ
り
昭
和
八
年
間
五
・
一
%

に
急
増
し
て
ゐ
る
c

之
に
よ
っ
て
農
村
は
各
種
の
影
響
を
う
け

そ
の
懸
隔
甚
し
き
に
至
っ
て
地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
の
根

本
的
危
る
理
由
を
形
づ
〈
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
都
市
に
近
接

せ
る
農
村
も
か
L

る
都
市
の
費
遠
か
ら
少
か
ら
ざ
る
鑓
化
を
う

け
て
ゐ
る
。
都
市
の
近
郊
友
る
が
故
に
或
は
都
市
勤
務
者
の
住

宅
矧
域
と
左
り
、
或
は
都
市
へ
の
特
殊
物
資
俳
給
地
と
友
り
、
か

〈
て
都
市
へ
の
依
有
の
程
度
を
加
へ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
近
畿

地
方
で
い
へ
ぽ
阪
榊
聞
の
町
村
は
前
者
の
例
で
あ
り
、
大
阪
府

大
都
市
近
郊
の
農
村

下
の
農
村
は
概
ね
後
者
の
一
例
と
し
て
捧
げ
得
る
で
る
ら
ろ
。

大
阪
府
は
蝋
形
上
、
卒
野
若
く
は
丘
陵
地
多
〈
、
大
部
分
ほ
農

村
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
。
然
し
今
や
大
阪
市
及
び
堺
市
・
岸

和
岡
市
の
殻
遠
の
結
果
種
々
た
る
方
面
に
務
化
を
途
げ
つ
k
あ

る
。
と
k

に
は
都
市
近
郊
農
村
の
一
例
と
し
て
大
阪
府
下
の
九

ケ
村
を
選
び
、
そ
の
粧
桝
及
び
財
政
扶
態
を
考
察
し
た
い
。
調

本
乱
せ
る
村
は
農
村
・
山
村
・
漁
村
よ
り
夫
L
R

一
一
一
個
を
と
り
唱
伺
れ

も
特
に
官
裕
に
も
あ
ら
や
、
特
に
貧
困
に
も
あ
ら
や
、
申
位
の

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

-hし
τ申
問
一
州
制
作
一
に
哲
一
芳
を
川
町
き
リ
吋
旦

経
神
欣
抽
出
ん
財
政
恥
態
と
の
閥
聯
を
章
一
腕
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で

る
る
。
村
名
、
枕
世
.
人

r及
び
主
産
業
次
の
如
し
。

村

名

位

置

人

口

三
島
郡
三
箇
牧
村
大
阪
平
野
の
東
北
部
そ
三
一
一
一

南
州
内
郡
高
志
村
間
平
野
の
東
南
部
て
六
O
Z

南
河
内
郡
河
内
村
山
訪
問
問
眼
前
端
に
近

B

C

F
』
伊
昨
日
ふ
よ

北
河
内
郡
豊
野
村
大
阪
平
野
の
東
端

三
島
郡
見
山
村

北
部
の
山
間

豊
能
郡
東
能
勢
村
同

上

泉
南
郡
西
鳥
取
村
南
部
海
岸

第
四
十
五
巻

豆
八
三

第
四
銃

=
、
五
七
回

一
、
六
七
(
)

ニ、一九
O

一、四九六 九九七

主
開
業

純

農

業

純

農

業

純

農

業

農
業
多
少

の

林

産

林
業
工
業

林
業
工
業

漁
業
工
業

四

図勢調査の結果による。
汐見三郎、地方財政調整持君主 (紹桝論議、第4"巻、第2税、 46頁)。
汐見主郎、地方財政の不均衡と其の:1')11¥'線桝論議、解明巻、第4披)其他。
以下統計にで特に問所を示さざるは村役場にて調査せるもの。
昭和十年図勢調査報告による。
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泉
南
郡
深
日
村
大
都
市
近
郊
の
農
村

同

上

三、
O
七回

k 

一一、八一((〕

泉
市
郊
多
奈
川
村
同

工
、
経
潜
航
態
の
特
徴

漁
業
工
業

漁
業
工
業

大
都
市
に
肱
め
て
近
」
慌
せ
る
地
域
、
郎
ち
外
阿
部
は
多
数
の

三
筒
牧
村

喜

志

村

河

内

村

朝

野

村

見

山

村

東
能
勢
村

西
鳥
取
材

深

日

村

多
奈
川
村

第

山
批
判
政

三回一、八六=一

一凶昔、一八口

さて五七十一一

一=一回、三一九

軒
州
制
産

百f

表

(
草
枕
岡
)

居E

宇ミ

一豆、=三
f

一

回、ニ一回

プし

z・て

正
巳
六

一玉、=一八山

- フ弓

Zミモモ
三区 ノ'( -t:; 
司)ー

固さ石

六人、五六{〕
芸
誌

一、三五六

人、五八三

始
め
の
四
ケ
村
は
農
産
物
が
全
生
産
額
の
半
ば
以
上
を
占
め

一一一、一六九

一三口、九一六

六口、
4a壬
(

哲三、豆口一一-

七七、車回八

Z

、QD
A

目、口九七

一、一完山
一、穴占八
豆、九六八
五、九七市】

ν、。る
農
村
で
る
る
が
、
他
の
村
は
工
産
物
・
林
産
物
・
水
産
物
が
多

と
L
に
都
市
近
郊
農
村
の
第

の
特
徴
が
存
す
る
の
で
る

る
。
即
ち
生
産
が
多
種
に
亙
る
と
と
で
あ
る
。
見
山
村
・
束
能

第
四
十
五
管

五
八
四

第
四
貌

四
四

都
市
勤
持
者
の
住
宅
と
工
揚
を
有
す
る
と
と
が
多
い
が
、
蕊
に

調
交
せ
る
諸
村
は
何
れ
も
そ
れ
よ
り
梢
々
遠
く
、
多
少
の
通
勤

者
を
宥
す
る
が
、
村
氏
の
大
部
分
は
農
薬
・
漁
業
等
に
従
事
す

表
の
如
〈
で
あ
る
。

る
。
先
づ
昭
和
九
年
に
ゐ
け
る
各
村
の
生
産
舗
を
一
示
せ
ぽ
第

Jヨ:

フ'J，

目:

謡曲

、
三三
ノ、
古

宅

一、七己九
一、王八回

〆問、

一、口屯一

Z

九六

一、七八九

充
、
八
さ

ロ一、四口一

九回、七八五

占、一旦六 昆:

A.. 
日

司

ヨ

昆

肯
L
Z
一唱

一一一、五一一ヲ一

九品、人一五

=
A
口、口九一

百九、也九

ロ

七口
J
2ニ

一三、(〕ん一

九、九四九

-口、」
id

、三三、

イ

三

ヨ
3

一七口、占
z
Z

回

一、口八豆、
λ
D
G

一一一回、=ぇ

一一一口六、一己口六

az、uz

E
Cプ
プ

こ

呈』吉一-、九九回

一、=一元、宝孟

回口一、ニ一九二

四九昔、一元六

勢
村
は
山
聞
の
卒
地
を
利
用
す
る
農
業
を
生
業
と
し
乍
ら
、

業
が
最
大
の
生
産
額
を
占
め
て
ゐ
る
。
又
西
鳥
取
村
・
深
臼
村
・ ユ二

多
奈
川
村
は
何
れ
も
大
阪
湾
に
沿
ふ
漁
村
で
あ
り
乍
ら
、
漁

業
専
業
者
は
必
や
し
も
多
く
た
く
、
漁
獲
高
も
さ
ほ
ど
大
で
た



ぃ
。
む
し
る
最
大
の
生
産
額
を
挙
げ
て
ゐ
る
の
は
工
業
で
あ
る
。

純
農
村
た
る
喜
志
村
さ
へ
三
八
%
の
工
産
物
を
砲
事
げ
て
ゐ
る
。

由
来
我
国
の
農
村
は
人
口
多
く
し
て
土
地
が
狭
小
、
且
細
分
さ

れ
て
ゐ
る
た
め
持
力
過
剰
で
あ
り
、
土
地
の
特
に
肥
沃
な
ら
ざ

る
限
り
之
を
利
用
す
べ
き
途
を
見
出
さ
ピ
る
を
得
な
い
叫
大
阪

府
に
於
て
養
盛
業
が
護
法
し
な
か
っ
た
の
は
、
種
々
な
る
理
由

に
よ
る
で
あ
ら
う
が

一
に
は
他
に
有
利
な
る
過
剰
弊
力
を
利

用
す
る
方
法
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
上
越
の
諸
村
の
工
産

物
を
見
る
に
、
見
山
村
ば
土
地
高
く
寒
冷
な
る
た
め
、
冬
期
寒
天

の
製
造
を
行
ふ
。
昭
和
十
年
従
業
戸
数
三
十
四
戸
、
年
生
産
額

は
二
十
七
寓
四
千
固
に
達
し
て
ゐ
る
町
之
が
た
め
要
す
る
弁
働

者
中
、
約
二
百
人
は
本
村
及
び
隣
村
よ
り
、
約
三
百
人
は
他
府

麟
よ
り
之
を
求
め
る
。
そ
の
資
本
主
は
村
氏
と
都
市
の
問

E
と

相
半
ば
ず
る
欣
態
で
る
る
が
、
然
し
村
民
の
得
る
持
銀
は
現
金

牧
入
の
極
め
て
大
た
る
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
東
能
勢
村
も
柏

小
規
模
乍
ら
大
韓
同
様
で
る
る
。
西
鳥
取
村
は
泉
南
郡
の
他
村

と
同
様
織
布
工
揚
を
有
し
、
年
八
十
高
国
以
上
の
生
産
舗
を
る

げ
て
ゐ
る
が
、
使
用
す
る
職
工
約
二
百
三
十
人
は
犬
部
分
村
民

大
都
市
近
郊
の
農
村

で
あ
る
。
と
れ
ら
工
場
は
大
阪
繊
維
工
業
地
帯
の
一
角
を
占
め
、

原
料
・
製
品
共
に
会
〈
都
市
大
工
場
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
多
奈

川
と
深
日
村
の
工
業
は
製
瓦
に
し
て
、
そ
の
褒
生
古
〈
優
良
な

る
品
質
を
識
は
れ
て
ゐ
る
。
産
額
は
昭
和
十
年
雨
村
夫
々
約

十
寓
園
及
び
二
十
寓
圃
に
達
す
る
。
喜
志
村
に
お
け
る
工
業
は

光
珠
(
南
洋
土
人
の
装
飾
用
と
怠
る
も
の
了
メ
リ
ヤ
ス
ω

燦
製
口
問

金
網
等
を
生
産
す
る
、
所
謂
農
村
工
業
的
色
彩
強
き
も
の
で
あ

る
。
何
れ
も
少
数
の
械
工
を
使
刷
す
る
小
工
場
に
し
て
、
作
業

の
一
部
は
家
庭
内
に
材
料
を
持
ち
帰
っ
て
行
び
得
る
。
村
民
が

経
管
せ
る
も
の
、
外
、
大
阪
市
よ
り
ヱ
揚
を
誘
致
せ
る
も
の
も

あ
る
。
か
く
し
て
と
れ
ら
各
村
の
工
業
に
は
農
家
の
副
業
た
る

も
の
あ
り
、
事
業
た
る
も
の
あ
り
、
又
村
民
の
経
替
す
る
も
の

る
り
、
大
阪
市
の
資
本
主
・
問
屋
の
経
皆
す
る
も
の
あ
り
、
更

に
原
料
・
気
候
等
の
僚
件
を
そ
の
地
に
負
ふ
特
産
物
の
生
産
た

る
あ
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
ナ
べ
て
が
都
市
近
郊
在
る
が

故
陀
殻
展
せ
る
も
の
と
は
断
じ
難
い
。
け
れ
ど
も
費
本
及
び
販

路
の
鼎
よ
り
い
へ
ば
ζ

れ
ら
工
業
の
多
く
が
都
市
の
近
接
に
負

ふ
と
と
ろ
は
決
し
て
少
〈
-
泣
い
。

第
四
十
五
巻

五
八
豆

第
四
甥

四
五

東畑精一、日本農業の展開過程、 10，356頁。
以下の敷字は各村の村勢要覧又は経済更生計費一書による。
この場合村民は賃仕事をなすわけである。熟練せる技術はむしろ他府豚より
来る労働者に侯っ。
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大
都
市
近
郊
の
農
村

第
二
に
、
純
農
村
及
び
他
の
諸
村
に
た
け
る
農
業
も
亦
多
角

形
柑
服
組
Hkr-
行
へ
る
と
と
が
一
何
回
に
侃
ナ
る
。
米
家
作
の
外
、
疏
茶

果
賞
・
花
品
川
類
の
栽
培
が
多
い
乙
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
(
第
二
表

参
恥
コ
大
阪
市
に
針
ず
る
疏
突
及
び
叩
古
賀
供
給
地
と
し
て
は
勿

論
四
日
本
の
時
間
、
範
国
及
び
東
日
本
の
一
部
さ
へ
含
ま
れ
.
交
通

の
設
展
と
共
に
選
隔
地
が
競
争
力
を
布
寸
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
近
郊
内
議
飛
ば
概
ね
村
山
停
に
集
荷
し
、

ト
ラ
ッ
ク
叉

は
自
働
三
輪
車
に
て
市
揚
ヘ
出
す
と
と
を
得
る
が
敢
に
種
k

の

駄
で
布
利
で
る
る
。
唯
市
相
輔
が
あ
ま
り
に
近
〈
し
て
各
自
の
務

働
を
以
て
も
出
荷
し
得
る
た
め
、
屡
k
.
中
央
市
揚
よ
り
も
郊
外

第
二
表

大
正
十
回
年

昭
和
五
年

昭
和
十
年

大
医
府
農
産
物
債
額
(
車
位
千
園
)

食

用

開

婆

農

産

物

工

事

米

鹿

町

農

産

}
l
i
r
i
-
-
農

産

其

他

共

物

呆

安

説

茶

花

井

物

合

計

四
ニ
、
六
一
一
回
、
八
占
九
一
、
四
八
八
=
、
七
七
二
昔
、
九
六
九
屯
八
一
旦
六
一
、
与
八
九

=己、九五二一、九二ニ一、口六ニ玉、一一一一=七
J
2
4

一J
一五六四一〕、口二口

一
託
、
回
早
口
ニ
、
回
脳
同
一
、
一
七
回
=
一
、
口
一
元
八
J
Z
八屯一、一五五【〕回六、=一一毛

市
揚
へ
出
荷
す
る
数
量
が
多
い
。
此
の
鮪
の
統
制
に
粉
々
困
難

を
感
じ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
更
に
見
山
村
・
来
能
勢
村
・
川
内

村
の
如
品
目
山
間
部
は
粉
々
涼
冷
な
る
気
候
を
利
則
し
て
最
近
は

第
四
十
五
巻

1
4
五
八
六

読
茶
の
抑
制
栽
培
を
奨
険
し
、
着
k

成
功
を
牧
め
ワ
L

あ
る
。
=
一

傍
四
按

一
四
六

筒
牧
村
に
於
て
は
茶
種
・
同
瓜
等
の
外
、
冬
期
う
ど
の
軟
化
栽

培
を
行
ひ
、
年
h
k

五
千
間
近
音
、
産
額
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

と
れ
ら

の
特
殊
友
る
栽
持
訟
は
多
量
の
勢
力
と
技
術
と
を
要
ず
る
け
れ

ど
も
、
生
廃
物
が
高
偵
に
質
れ
る
を
以
て
過
剰
注
る
弊
力
の
利

用
法
と
し
て
は
相
官
有
利
な
る
も
の
で
あ
る
。

第一一一

k
h
一
紅
郊
由
民
利
に
お
け
る
一
一
特
色
は
努
働
者
及
び
俸
給

生
前
者
の
多
き
と
と
で
あ
れ
ν
、
之
が
村
民
の
現
金
収
入
に
大
注

る
部
分
を
占
め
る
。
村
内
の
工
場
に
働
く
も
の
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
外
府
下
農
村
の
中
、
南
部
を
除
〈
鱗
道
沿
線
は

比
較
的
短
時
聞
に
大
阪
市
へ
到
建
し
得
る
た
め
都
市
へ
の
通
勤

者
が
増
加
す
る
。
粗
雑
在
る
調
査
で
あ
る
が
各
村
の
通
勤
者
は

概
算
次
の
如
く
で
る
る
。

豊
野
村

一
五

O

喜
志
村

間
鳥
取
材

七
O 

九
O 

そ
の
他
調
究
外
の
諸
村
に
て
大
阪
市
及
び
そ
の
他
の
都
市
に

特
に
近
き
と
こ
ら
で
は
通
勤
峨
工
が
多
数
に
上
っ
て
ゐ
る
と
と

は
相
一
像
に
難
く
な
い
。

か
〈
の
如
者
現
令
一
収
入
の
重
要
視
す
べ

き
は
、
そ
れ
が
屡
身
、
所
得
階
級
の
隆
替
を
来
す
と
と
さ
へ

b

東側精一、前傷害、 187-19。買参照。
上掲せる村の件、三島郡、南河内郡、泉南郡、泉北郡白山間部諸村に行ほれ
てゐる。トマト、夜毒草、厳豆等を主とする。

9) 
10) 



る
の
を
指
摘
す
れ
ば
足
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
工
場
そ
の
他
へ
通

勤
せ
る
者
あ
る
家
が
や
が
守
純
農
家
よ
り
も
資
産
を
積
む
に
至

る
と
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
都
市
よ
り
遠
ざ
か
る
に
従
ひ
、
通

勤
者
よ
り
も
出
稼
が
増
加
す
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
調
査
せ
る
諸

村
中
に
て
は
河
内
村
に
五
六
十
名
が
あ
る
の
み
、
比
較
的
少
い

少と
き言
村ふ
、ζ
殊と
に:泊f，Ij -e 
間き
の・る
かl 。
I( 勿
与 え与

~ P!Hl 

い出
。1町嫁
↓主
村
内
に

持
力
利
用
，7) 

以
上
の
如
き
諸
特
徴
は
都
市
へ
の
接
近
K
負
ふ
と
と
ろ
が
少

〈
友
い
。
要
約
す
れ
ば
(
ご
経
町
営
者
と
資
本
主
を
得
る
に
使
で

あ
り
、
(
二
)
商
人
の
活
動
が
入
り
込
み
易
く
.
且
販
路
を
求
む
る

に
容
易
で
あ
り
、
(
三
)
安
過
の
使
が
市
場
へ
の
運
搬
と
通
勤
と

を
利
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
理
由
か
ら
一
般
に
都
市
に
接

近
せ
る
村
に
お
い
て
は
、
産
業
補
成
が
多
角
的
と
た
り
、
長
民

の
経
尚
生
所
も
従
っ
て
多
角
的
と
な
る
』
農
村
の
産
業
構
成
が

複
雑
に
注
る
と
と
は
一
般
に
自
給
経
神
よ
り
離
れ
て
貨
幣
経
済

へ
深
〈
入
り
込
む
と
と
に
外
な
ら
泣
い
「
然
し
乍
ら
之
に
よ
り

て
農
民
の
生
前
が
豊
か
に
友
る
や
否
や
は
別
問
題
で
あ
る
。
山

聞
の
州
稼
多
き
村
に
て
は
概
ね
か
L
る
努
働
収
入
に
よ
っ
て
も

大
都
市
近
郊
の
農
村

得
る
と
と
る
は
決
し
て
多
〈
友
い
。
大
阪
府
の
農
村
に
た
い
て

は
一
般
的
に
見
て
農
村
経
済
の
多
角
形
化
に
よ
っ
て
農
民
は
相

営
良
好
在
る
牧
入
を
得
て
ゐ
る
と
見
て
誤
り
友
い
で
あ
ら
う
。

何
よ
り
も
そ
の
高
き
生
部
程
度
が
之
を
詮
明
ず
る
。
都
市
に
近

き
が
故
に
一
般
に
持
削
減
の
水
準
は
高
い
。
之
が
農
業
持
働
に
も

影
響
し
て
そ
の
牧
入
を
高
〈
ナ
る
の
で
あ
る
。
尤
色
一
一
間

業
に
於
て
も
農
業
に
沿
い
て
も
そ
の
生
産
費
を
高
め
る
と
と
に

-

t

)

m

 

似
て
-

地
方
の
生
産
地
に
到
し
、
競
争
上
不
利
た
欣
態
に
立

た
し
め
る
危
険
が
め
る
。

財
政
燃
態
の
概
翻

都
市
近
郊
長
村
の
財
政
欣
態
は
一
般
に
良
好
と
一
一
一
日
ひ
得
る
。

大
阪
府
の
農
村
は
そ
の
経
桝
生
前
に
於
て
大
阪
市
と
い
ム
大
都

市
の
思
惑
を
う
け
て
居
り
、
従
っ
て
村
財
政
は
之
を
反
映
し
て

慨
し
て
豊
か
で
あ
る
。
光
づ
経
費
の
側
を
見
る
忙
第
一
ニ
表
の
如

〈
で
あ
る
(
昭
和
九
年
度
)
。

第

表

(
軍
校
図
)

第
四
十
五
巻

豆
八
七

傍
四
銃

四
七

二E

航路市外の怖磨郡谷外材、大t宮市に迂tき野洲郡河関村の如きにその例を見る。
例へ1:1:兵庸!膝裏日本j目IJの誇材。美方郡熊失村の例につきでは拙稿、山村の財
政事里桝事情f財政、豊科;2巻、第9税、 88買)0主主悶辰馬、但馬出稼母地帯。農山
村事情(祉合政常時報、第204貌}参照"
東畑精一、日本農業の展開過程， 42， 62---67}{ (この意味における畑作農業
の意義が重刺されてゐる)。

12) 

13) 



犬
都
市
近
郊
の
農
村教

育

費
一耳、主一九

八、九一八

河著

筒

牧志

キすキ:1"キfキfキf干す

ヨs:."、ft...' cコ cコ、、、.、
七ニ一民五一
戸、 J一、ー cコ
区司 1= 一、 ニニ 亡3

内

回、五幅七

型里

里子

一口、
Z
A
-
-

Ji~ 

山

J~ 

勢l

古宮

同大
底

上
府
首町

T空
白

土~青f14)j付 1 ロf 1'1 

多間空間

。高

JIl 
fヨ

活足z-，、

.111 

問、八一千泊、八四四
E

七・』唱

土

木

費

衛

区ヨ

三"-
タU
Z司

玉、占一宅

E

、一四九八

3
2
Z
由
時

A

・
ヨ

-z

民、ニ一三

一-一、四一一一阻

缶、円口口

一、口一回一戸、=百ニ
ノ、. 

教
育
突
が
経
貨
の
最
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
と
と
は
何
れ
の

農
村
に
沿
い
て
も
共
通
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
と
れ
ら
調
査

農
村
に
お
い
て
は
限
神
間
の
町
村
に
見
る
如
き
著
し
い
人
口
増

加
左
き
た
め
、
島
T

童
増
加
に
よ
る
教
育
費
の
念
激
な
膨
肢
を
見

は
土
木
賞
の
大
た
る
と
と
で
あ
る
。

る
と
と
は
在
い
。
大
阪
府
に
沿
い
て
梢
々
特
色
と
見
ら
る
べ
き

土
木
事
業
は
防
波
堤
エ
事

の
如
き
も
あ
る
が
、
多
く
は
道
路
の
改
修
で
あ
る
。
又
そ
の
他
の

経
費
に
於
て
も
屡
k

積
般
的
な
る
こ
と
上
掲
数
字
の
示
す
如
く

第
四
十
五
巻

四
i¥. 

五
八
八

第
四
披

生

動

業

費
一一、一=一

其

プU

E言他

社
曾
事
業
費

役

場

費
豆、六回人

プ守

宅費

Cコ

大
八

百

三三 三喜三、、
三喜
プ"'"

ユ、[〕八日唱

ヲ己
-<= 

ニ、屯一口

3・て

ー

、
三三

ー恒

-1= 
u 

-コ司一C
E

耳、回八回

、、
一--iコ三三

-'" 
"" 

F、.

、
プて

耳、七一一一-一

山

(
J
(
4
E

耳、

u=圃
叫、
E

旬、

』
ヨ
プ
ノ

品、ココ一副

三

ccz-

喝、九八一

、引

-， 
::1(.， 

五、口
d

一

革、八
L

均
一
平

岡、九口八

、主(〕口
、回目一八

廿

プ"
tコ

プ一コ一一一仁、七日唱一且

四九也

唱、穴八回

一、口一一一口、口固い唱

-
Z
4
口、回九八

一回昔、六ニん

二、=一回、八百一回

品、一面玉、八一一豆一

八・口

. 
プ~

Fミ-Z正

三五. 
= 

で
あ
る
。
教
育
費
内
経
費
に
占
む
る
割
合
は
会
凶
町
村
に
沿
い

て
昭
和
九
年
三
九
・
八
%
で
あ
る
が
、
大
阪
府
農
村
に
て
は
土

木
費
大
な
る
た
め
前
者
が
屡
々
一
一
一
O
%
前
後
と
た
っ
て
ゐ
る
。

而
し
て
教
育
費
に
劃
し
て
は
勿
論
図
庫
下
渡
会
そ
の
他
の
補
助

金
牧
入
が
あ
る
が
、

土
木
費
等
に
劃
し
で
も
相
蛍
の
栴
補
助
金

が
交
付
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
が
た
め
相
官
積
極
的
に
事
業
を
行
へ

る
に
も
拘
ら
や
、
町
村
特
別
税
た
る
戸
数
割
の
負
婚
も
後
述
の

如
く
さ
し
て
高
く
な
い
。
印
ち
府
下
農
村
は
富
裕
な
り
と
雛
も

昭和十年大医府統計書、 905-907頁。14) 



全
く
自
力
を
以
て
が
L
る
事
業
を
行
ふ
の
で
は
友
く
し
て
、
大

阪
市
に
集
中
せ
る
宮
力
の
一
部
が
府
税
牧
入
を
通
じ
て
と
れ
ら

農
村
を
潤
す
も
の
と
見
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば

ぴ
附
近
の
富
力
に
よ
っ
て
豊
か
た
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
卸
ち

責
質
的
に
、
小
規
模
庁
る
(
一
府
間
柄
内
の
)
財
政
調
整
交
付
金
を

う
け
て
ゐ
る
も
の
と
も
見
得
る
。
昭
和
九
年
度
各
村
の
牧
入
を

見
る
に
次
の
第
四
表
の
如
し
。

府
下
農
村
の
財
政
は
一
は
経
済
生
活
の
豊
か
左
る
に
依
る
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
直
接
に
財
政
的
経
路
を
通
じ
て
大
限
市
及

第

表

(

草

枕

圏

、

指

弧

内

は

経

費

総

額

に

劉

ナ

る

百

分

比

)

大
た犬
る同

二七扇
乃三田T
事村川
主張合，.)
石計村村村村村村相羽村

行
っ
て

ゐ
友
u、

箇
牧雪
村三
喜き
志堅
村手
cコ
盟)

事r

筒

J42 
牧

東見嬰 f可

内野山
鳥官'g

攻勢

西多深

Il 
奈

四

経
費
総
額

一一五、()一品目

村
段
収
入

一
三
、
九
也
八
(
五
一
?
七
)

一
口
、
二
一
室
(
モ
?
三
}

七
、
人
四
口

許
可

λ
ニ
=

五
」
」

-
Z
乞
五
・
八
}

一
、
回
固
い
屯
(
さ
了
六
}

一
人
、
一
一
六
O

Z
口
、
五
八
一

Z
A
、
ニ
(
〕
口

一
言
、
八
一
一

回
一
向
、
一
百
九

九
、
一
八
四
(
三
(
〕
・
ロ
)

一
回
、
八
三
七
(
五
八
・
八
)

一
一
、
回
(
)
口
(
国
ニ
・
五
)

一
↓
一
一
、
八
人
口
戸
四
七
・
回
)

豆
、
ニ
益
(
三
回
・
一
)

四
回
、
七
正
八

一
、
八
一
九
、
口
一
六

野
村
の
如
き
に
あ
っ
て
は
村
税
牧
入
は
五
O
i
六
O
%
を
占
め

て
ゐ
る
が
‘
英
他
の
村
に
於
て
は
三
O
l
四
O
%
に
過
ぎ
た
い
。

然
し
闘
庫
下
渡
金
、
共
他
補
助
金
牧
入
が
特
定
収
入
と
し
て
存

大
都
市
近
郊
の
農
村

関
車
下
渡
金

田
、
=
一
六
一
(
一
一
千
四
}

d d 其
主主他
~ ，~補

?;子政i

三~~金15

一
品
、
四
四
五
(
一
九
@
一
己
)

二、一
E

一
一
丸
一
〔
一
回
・
=
)

回
、
一
七
五
(
ニ
一
一
・
入
)

エ
、
口
瓦
回
(
六
・
入
)

一品、八
E
七
(
一
口
・
口
一
)

ニ
、
八
六
ニ
(
一
[
}
・
六
)

岡
、
盟
(
五
(
一
千
ニ
)

国
J
E
一
(
ニ
回
・
丸
)

六
、
九
七
七
(
一
一
T
E
)

一
九
口
(
一
・
口
)

園
、
九
九
人
(
一
六
・
三
)

六
、
九
七
六
(
一
人
・
一
日
}

=
一
、
七
七
=
一
(
一
回
・
口
)

コ、
=-sf
、、
2

b

J

一
一
一
三
三
J
d
F
4
」
7

、

七、
A
Z
一
七
(
一
占
・
五
)

一
、
一
一
三
一
元
、
一
吾
、
一
(
九
・
六
)

す
る
か
ら
村
財
政
が
窮
乏
し
て
ゐ
る
左
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。

一
、
口
国
王
、
一
天
王
戸
入
・
一
)

園
庫
下
渡
金
の
教
育
費
に
劃
す
る
比
率
は
最
高
五
二
・
三
%
(
河

内
村
)
、
四
四
・
二
%
(
多
奈
川
村
)
が
あ
る
が
、
他
は
多
く
=
一
O
%

前
後
で
あ
る
。

第
四
十
五
巻

五
八
九

第
四
説

四
九

受付金、園庫補助金、府補助金、奨励金のす〈でを合む。
昭和十年大陸府統計書、 9回4-905頁。町村債JIjc入が約五寄lを占めてゐる。但
し調査せる村にては探日村監除宮、他は殆どない。

，;) 
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夫
都
市
近
郊
の
農
村

か
く
し
て
村
財
政
は
村
氏
の
経
併
欣
態
の
良
好
怠
る
と
大
阪

市
の
富
力
に
均
箔
す
る
に
よ
り
比
較
的
窮
乏
し
て
ゐ
な
い
。
柑
押

じ
て
村
氏
の
租
税
負
捲
宇
佐
見
る
も
さ
し
て
重
く
友
い
。
市
を
除

き
た
る
大
阪
府
民
の
一
戸
首
租
税
負
携
は
昭
和
九
年
度
五
十
七

国
二
十
二
銭
に
し
て
金
園
町
村
平
均
五
十
三
国
三
十
一
札
銭
に
比

し
て
僅
か
に
高
い
。
然
し
そ
の
内
訟
を
見
る
と
き
率
一
町
一
大
多
勢

の
府
民
は
聴
い
負
拾
を
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
宮
な
い
と
と
を

'知る
c

即
ち
最
も
よ
〈
宿
先
を
現
は
す
直
接
国
税
の
負
括
叡

十
二
圏
六
銭
(
全
国
町
村
十
一
園
七
十
五
銭
)
が
高
い
の
で
あ
っ

て
、
町
村
枕
に
沿
い
て
は
二
十
三
園
九
十
一
銭
(
向
上
二
十
四

闘
六
十
七
銭
)

と
僅
か
に
低
〈
、
府
税
に
沿
い
て
は
十
一
国
二

十
四
銭
(
同
上
十
六
国
九
十
二
銭
)
と
著
し
く
低
い
d
と
の
府
税

の
低
い
の
が
大
阪
市
の
富
力
の
反
映
に
外
な
ら
友
い
っ
。
又
直
接

困
税
負
捨
舗
を
一

O
Oと
し
て
他
の
稔
の
大
い
さ
を
見
る
も
、

大
阪
府
町
村
に
て
は
府
税
五

0
・
九
、
町
村
税
一

O
八
二
一
つ
合

計
二
五
九
・
=
一
と
た
り
、
地
方
税
を
直
接
闘
税
の
了
六
倍
負
捨

し
て
ゐ
る
こ
ー
と
に
な
る
。
金
園
町
村
の
府
税
一
四
三
・
九
.
町
村

税
二

O
丸
・
九
、
合
計
四
五
三
・
八
に
比
し
て
遥
か
に
低
い
。
特
に

第
四
十
五
経

五
九

C

第
四
披

}
五
O

府
税
の
低
い
と
と
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
直
接
国
税
は
品
一
一
μ

ふ

迄
も
た
〈
全
閣
同
一
税
率
で
る
る
か
ら
、
若
し
之
を
以
て
経
済

カ
に
態
宇
る
租
税
た
り
と
す
れ
ば
、
大
阪
府
民
は
経
済
力
に
比

し
て
比
較
的
騒
い
負
捨
で
済
ん
で
ゐ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
ろ

唯
然
し
個
々
の
村
に
つ
い
て
見
れ
ば
一
概
に
か
く
云
ふ
こ
と

第
五
衰

を
得
な
い
。
第
五
夜
を
児
よ
(
昭
和
九
年
度
二

(
問
中
作
岡
、
括
弧
内
は
白
抜
閥
税
を
一

0
0

と
し
た
る
制
合
)

停

抵

『

寸

括

1
1
E
4
4
1
 

八、九去一一三、九一唱八

回、一七人一
D
J
三一一一

一
、
ニ
ロ
八
五
、
口
一
己

回、三口口一一、回同屯

E
J
一
山
ニ
九
、
一
八
四

三、円五一一一圏、八三唱

団、二八口二、四[〕(〕

市
肌
接
川
間
続

=
一
筒
牧
村
人
、
九
三
五

喜
志
村
ニ
、
五
九
ニ

何
内
村
九
五
ニ

県
野
村
=
一
、
口
九
早

見
山
村
正
、
=
三
一
一

東
能
勢
村
=
、
主
ニ

西
鳥
坂
村
田
、
草
山

深

日

付

多
奈
川
村

一一、四一七

三、回屯(〕

一己、八八口

一五
J
石岡

、
三己
ミZ
= 

一二、七回四

合

計

一

戸

数

割

一

戸

官

三一、
A
h
吉一(五再六)一

一七、口口一一(三室)一

七、一世己(七五五)

一八、八回口(六口九)

一五、屯口凡(回屯ニ)

三、回回一(七一

-c

一己、回一元(回一元)

一九、七公文八一七)

三、=量一五(九一回)

七・一六
六・=一回

一子五九
一一・主人
一八・一回

E

・一=車
内・九七
ニ=一・四一二一-

一五・一回

こ
れ
ら
の
村
の
中
、
園
枕
額
の
大
友
る
こ
と
よ
り
見
て
比
較

的
経
消
力
大
友
る
は
=
一
筒
牧
村
・
見
山
村
・
凶
鳥
取
材
で
る
り
、

多
奈
川
村
・
深
ロ
村
・
州
内
村
・
東
能
勢
村
に
沿
い
て
は
図
税
少

主税局第六十二同統計年報香.699， 7021'言。
府税課率を見るに、地租附加稼は本総E聞につき59銭にして東京府に次いで
低 f、特別地授は賃貸倒格E聞につきII銭、所得税附加殺は本税z闘にづき
24銭にしで金幽最低、管業収接続力H附税も最低に近い(昭和l九年度地方期政
栴要、 53頁}。家昂:続についてはむしろ賃貸倒格の調査方広ーが問題である(汐
見三郎、家屋続移符問題、経済論叢.第43司塾、第3披)。
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〈
町
村
税
が
大
な
る
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
と
れ
ら
諸

村
に
お
い
で
は
戸
数
割
が
梢
土
角
い
。
多
奈
川
村
・
河
内
村
に
謝

し
て
昭
和
十
一
年
度
臨
時
町
村
財
政
補
給
金
が
支
給
せ
ら
れ
た

の
も
そ
の
村
稔
負
捲
を
軽
減
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら

)~ }ヨ
ヨE数
二二 骨l
十梢
τ:::: ，，1;r 

闘 高
とし
攻と
〆コ u、
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十一卜
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多深西東見豊河喜

筒

牧志

第
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一一一一自同
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百
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鳥肯E奈
内

村村村村村村村村村
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セ"

五重L
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Cコ
-::::: 

-1" 
>可

国三
一
五
[
}

一
九
二

Cコ
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一八
一
一
八
一(}ニ

〆、

山野

五
八

六
口

完

取勢

主主

三百二 三三-

"" ーー

-<:; 
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一
五
口

一
六
五

一
五
回

F、
Cコ

日

Eヨ
ノ、

プb

主口=一

!II 

し
か
も
種
々
の
迭
に
よ
っ
て
現
金
牧
入
を
有
す
る
こ
れ
ら
村
氏

に
は
こ
の
程
度
の
戸
数
割
負
捲
は
さ
し
て
重
く
感
ぜ
ら
れ
な
い

で
あ
ら
う
。
加
ふ
る
に
大
阪
府
下
に
は
部
落
協
議
品
質
を
課
せ
ざ

大
都
市
近
郊
の
農
村

(
昭
和
九
年
度
)
に
近
い
も
の
が
多
〈
、
高
い
方
に
は
属
し
た
い
。

今
、
第
六
表
に
よ
っ
て
戸
数
割
謀
税
制
問
準
に
よ
る
所
得
階
級
別

知
る
。

人
民
を
見
る
-
な
ら
ば
、
犬
所
持
者
が
比
較
的
多
数
b
る
こ
と
を

か
L

る
村
に
て
は
小
所
得
者
の
戸
数
割
負
婚
は
前
掲
一

戸
営

ω
数
半
の
一
不
す
と
と
"
の
よ
り
相
営
低
い
。

~'J.丹、

百

円耳

rO"F-
rl二:
下百

J:I.コー
千

七悶

千
五
百

q
リ
J
A
K
J

ド
ー
一

ご
千
同

[

ミ

ド
し
め
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-1~ 

"" cコ三三

Cコーー

ヨ豆
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A. 

ヨE
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Zヨ

王

4ニ2

= -J、

三五

Zヨ

"" 

三邑

'̂ 

ノヘ

タ可Z
プ~

"通

-u 

叉
課
す
る
村
に
し
て
も
比
較
的
少
額
に
し
て
村

る
村
も
あ
り
、

f量

計

，~ 

五
四
回

園
田
八

一人一四吾
-8 

ヨ民

回
一
六

回
五
司

区司~ 

.，. 
ペニZ
→~ 

三五

六
五
口

民
の
全
負
婚
は
他
地
方
の
農
村
に
比
し
て
は
比
較
的
騒
い
も
の

と
は
云
は
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

第
四
十
五
巻

五
九

第
四
旗

五

汐見三二郎、地方財政調整指数(前掲論文、 50]:苛)参照む
多奈川村、 2048圏、河内村、 [760図。
昭和九年度地方財政概要、 z頁。
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大
都
市
近
郊
の
農
村

四

結

論

以
上
都
市
近
郊
農
村
の
一
例
と
し
て
大
阪
府
下
九
ケ
村
に
つ

い
て
そ
の
終
消
及
び
財
政
欣
態
を
概
観
し
た
。
村
民
の
経
済
生

活
は
都
市
の
近
接
に
基
〈
種
々
な
る
特
色
を
も
っ
。
邸
ち
農
村

は
後
刺
持
働
力
を
利
用
す
る
多
角
形
粧
品
γ
い
に
進
み
、
叉
農
村
工

業
・
漁
業
・
都
市
の
商
工
業
(
職
工
・
命
日
枇
口
貝
一
件
情
)
等
が
村
氏
の

生
活
に
か
な
り
の
賀
献
止
し
て
ゐ
る
。
と
の
結
川
町
は
単
純
農
村

に
治
行
る
よ
り
も
遥
か
に
白
給
経
済
を
離
れ
貨
幣
粧
済
に
入
り

込
む
と
と
L
左
る
。
村
民
の
提
供
す
る
持
力
の
市
場
は
よ
り
資

本
主
義
的
色
彩
張
い
部
分
で
あ
り
、
反
雨
彼
等
は
毎
々
資
本
主

義
的
商
品
の
需
要
者
と
た
る
。
而
し
て
大
阪
府
下
農
民
の
揚
合

に
は
卒
野
に
位
し
て
、
比
較
的
耕
地
多
〈
気
候
良
好
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
都
市
へ
の
近
接
と
い
ふ
事
情
が
牧
入
を
豊
か
に
せ

る
こ
と
は
上
述
せ
る
と
こ
ろ
よ
り
疑
ひ
左
い
。

財
政
方
面
に
於
て
と
の
比
較
的
監
か
た
経
済
生
新
が
反
映
し

で
ゐ
る
。
村
財
政
は
著
し
〈
窮
乏
し
て
ゐ
る
も
の
が
少
い
。
経

費
の
中
.
土
木
費
が
か
な
り
大
き
い
額
を
一
不
し
、
そ
の
他
に
も
種

々
た
る
事
業
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
之
に
は
相
首
の
補
助
金
牧

入
が
あ
る
。
租
税
負
捨
は
金
圏
平
均
に
比
し
て
大
差
た
い
。
そ

第
四
十
五
巻

第
四
披

互王

九

五

れ
は
主
と
し
て
府
下
に
大
阪
市
在
る
大
都
市
を
含
ん
で
ゐ
る
に

因
。
.
之
に
よ
っ
て
府
税
負
拾
が
著
し
〈
軽
〈
-
な
る
の
で
あ
る
。

戸
数
割
負
捨
は
現
金
収
入
の
途
多
き
府
下
の
農
民
に
と
っ
て
は

さ
し
て
重
〈
感
ぜ
ら
れ
た
い
で
あ
ら
う
。

之
を
要
す
る
に
大
阪
府
下
の
農
村
の
経
済
及
び
財
政
欣
態
は

比
較
的
良
好
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
得
る
。
特
に
財
政
に
沿
い
て

注
意
オ
ぺ
曹
に
は
、
大
阪
市
の
経
神
力
あ
る
が
故
に
地
方
財
政
調

叫
品
目
交
付
金
を
う
け
て
ゐ
る
の
と
相
似
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
唯

然
し
と
の
欣
態
が
将
来
に
つ
い
て
も
無
保
件
に
績
く
と
直
ち
に

考
へ
る
こ
止
は
正
し
〈
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

大
都
市
に
近
い
が
故
に
府
下
に
た
い
て
は
一
般
に
第
銀
が
高

い
。
勿
論
之
に
昨
応
じ
て
弊
働
の
質
又
は
製
品
の
品
質
は
優
れ
て

居
り
、
見
山
村
附
近
に
会
け
る
寒
天
、
多
奈
川
村
附
近
に
希
け

る
瓦
の
如
き
優
良
を
以
で
聞
え
て
ゐ
た
。
然
る
に
近
来
他
地
方

に
て
廉
債
左
る
持
働
力
を
利
用
す
る
競
争
口
聞
が
緩
出
し
つ

L
あ

る
。
多
く
の
努
働
を
利
用
す
る
抑
制
栽
培
等
に
沿
い
て
も
高
勢

銀
の
不
利
が
感
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
交
通
の
褒
達
も
亦
遠
隔
競
争

地
に
有
利
に
働
く
乙
と
云
ふ
迄
も
友
い
。

本
稿
は
日
本
皐
術
援
興
舎
援
助
の
下
に
行
へ
る
「
我
園
地
方
財
政
の

賃
設
的
研
究
」
の
一
部
分
で
あ
る
。


